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1 . は じめ に

( 1 )

( 2 )

( 3 )

私が父 に自転車を買 っ てもら っ た ｡

父が私に自転車を買 っ てくれ た ｡

* 叫 7t OT
･ ul xl ql 711 斗召71 喜 斗t]

.=

l -

中 .

( 私が父に自転車を買 っ てもら っ た ｡)

( 4 ) oT
-

可Rl 7t 叫oll 711 可
- 召71 喜 J^T 子中.

( 父 が私 に自転車を買 っ て くれた ｡)

日本語 と韓国語は似 て い るとよく言われて い るが ､ その 中で微妙に違う部分 も存在す る ｡

その
一

つ が授受表現
1)

で ある ｡ その ため授受表現は韓国人目本譜学習者に と っ て習得する の

が難し い
｡ 特に授受動詞 が補助動詞と して使わ れた場合 は 日本語 と韓国語の 違 い が大き い ｡

韓国語 には ｢ - て もらう+ に当た る表現が な い ｡ 例 えば､ 同 じ事柄を日本語で は話 し手 ( 私)

が ｢ ガ格+ を取るか ｢ ニ 格+ を取るか で
､ 例文( 1 ) と( 2 ) の ように表現 し分ける こ とが で き

る ｡ しか し韓国語で は例文( 4 ) は 問題なく使わ れる の に
､ 例文( 3 ) は非文になる ｡ 本稿で は

*
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1 )
本稿 で 授受表現と は物 の 移動を表す授受動詞 ｢ や る ･ く れ る ･ もらう+ と こ の 三 つ の 動詞 が ｢ て 形+ に

接続 して ｢ - て や る ･ - て く れ る ･
- て もらう+ の 形 で 行為 の 授受を表す場合を指す｡
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こ の 授受表現 を日本語 と韓国語を対照 しなが ら
､ 検討する ｡ また 実際に韓国八 日本譜学習者

が どう いう風に 日本語 の 授受表現を使 い 分けて い るか を調 べ るた め に簡単なア ン ケ ー トを実

施した の で その 結果も適宜提示する ｡

2 . 先行研究

日本語 と韓国語 の授受表現は両言語 とも本動詞 と して の 用法と ､ 補助動詞 の と して の用法

の 二 つ に分けられ る ｡ 本節で は先行研究を通 して 日本語と韓国語 の 授受表現 の基本用法を簡

単にみ てお く こ とにする ｡

2
.

1 本動詞 として の 用法

奥津 (19 83) は日本語 の授受表現 は ｢ くれ る ･ 下さる ･

や る ･ あげる
･ さ しあげる

･ もら

う
･

い ただ く+ の 七 つ 体系で ､ それは以下 の ように三 つ に分類で きる と主張して い る ｡

1 ) 与え動詞 ･ 受け動詞

｢ くれる ･ 下 さる ･ や る ･ あげる ･ さ しあげる+ の 五語 は与え動詞で ､ ｢ もらう ･ い た

だく+ の 二 語 は受け動詞で ある ｡ ｢ 与え動詞+ と は行為の主体で ある ガ格の ｢ 人+ か ら ､

目的語である 二 格の ｢ 人+ に物の 移動が行わ れ る動詞である ｡ ｢ 受け動詞+ と は ､ 反対に

目的語 で ある 二 格の ｢ 人+ フう
､ ら行為の 主体で ある ガ格の ｢ 人+ に物の移動が行わ れ る の

を表す動詞で ある ｡

2 ) 敬語 ･ 非敬語

｢ さ しあげる
･ くださ る

･

い た だく+ の 三 語 は尊敬語また は謙譲語の 敬語表現 で ある ｡

また ｢ や る
･ くれ る

･ あげる ･ もらう+ の 四語 は非敬語表現 である ｡

3 ) 身内 ･

よ そも の

移動する物がよ そも の から身内 へ 移動するか身内か らよ そも の - 移動する か によ っ て

分類する ｡ ｢ くれ る ･ くだ さる ･ もらう ･

い た だく+ の 四語 は よそも の から身内 へ
､ ｢ や

る ･ あげる ･ さ しあげる+ の 三 語 は身内からよそも の へ の 移動を表して い る ｡

｢ さ しあげる+ は ｢ あげる+ の 謙譲表現 ､ ｢ くだ さる+ は ｢ くれ る+ の 尊敬表現 である ｡ ま

た ､ ｢ い た だく+ は ｢ もらう+ の 謙譲表現で ある こ と から､ 待遇の 差 はあるもの の 日本語の授

受表現 は基本的に ｢ や る
･ くれ る

･ もらう+ の 三 つ に絞る事がで きる ｡

一

方､ 韓国語 の 場合

は ｢ 子中 ( や る/ あげる)
･

三 司中 ( さ しあげる) ･ せ中 (もらう)+ の 三 語体系で あると し

た ｡ しか し､ 韓国語 の場合 も同じく ｢ 三 司中+ は ｢ 子中+ の 謙譲表現 に当た る の で それを除

くと､ ｢ 子中
･ せ中+ の 二 つ だけになる ｡

こ こ で は韓国語 の授受表現 の 特徴を見て お こう ｡
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( 5 )

( 6 )

( 7 )

( 8 )

包子7T
･ t十oll 711 司% 子敷中.

叫 7t そ1 干ql 71l 云当% 子忠中.

包子7一寸oll 71l 人1 真弓% lj
,=

t 敦中.

叫7t 包子 oll 71l J
^l jR

I
V % tj

.=

t
敦q

-

.

(友達が私に本をや っ た/ あげた ｡)

(私 が友達に本をや っ た/ あげた ｡)

(友達が僕か ら本をもら っ た ｡)

(僕が友達か ら本をもら っ た ｡)

( 5 )( 6 ) の例 を見ると韓国語に は ｢ や る
･ あげる ･ くれる+ の 区別が か ､

｡ すなわち物の

移動の 方向がよ そも の か ら身内 - か 身内か らよそも の - かと い う対立 がなく､ ｢ 子中+ と い

う
一

つ の 動詞ですべ て表現で きる ｡ ｢ もらう+ に当た る ｢ せ中+ の場合 も同じである ｡ 身内 へ

か よ そも の へ か と い う区別は な い ｡ 日本語 の 場合 は よ そも の か ら身内 へ の 移動で あ る例 文

( 5 ) と身内か らよ そも の へ の 移動で ある例文( 7 ) は それ ぞれ非文に なる ｡ 韓 国語は両方とも

使える ｡

2 . 2 補助動詞と して の用法

松下大三 郎 (1 924 : 3 58
- 36 3) は ､ < 利益態は動詞 の

- 縦 的職能で其の作用 が或 る者の 利

益と なる こ とを表すも の で ある ｡ > と し､ < 動作者と利益者と の 彼我の 関係の 異動に由 っ て
､

他行自利態 ､ 自行他利態､ 自行自利態､
の 三 つ に分た れる ｡ > と した ｡ 他行自利態は ｢ 買 っ て

く れ る+ の よう に他人 の行為が自分 に利益をもた らす場合 ､ 自行他利態は ｢買 っ てや る/ あ

げる+ の ように自分の行為が他人 に利益 を与える場合 ､ 最後に ､ 自行自利態は ｢ 買 っ て もら

う+ で ､ 他 人 の 好 意 的 な 行為 を 受 け て ､ そ れ を 自分 の 行 為 と し て 表す場 合 で あ る ｡

< > 内は松下 (192 4) か ら の 引用で ある ｡

こ の ｢ 自行自利態+ に つ い て は い ろ い ろな立場がある ｡ ｢ - て もらう+ の 場合 は実際 に動作

を行うの は自分で はなく ､ 聞き手ある い は第3 者で ある ｡ それで ､ ｢ - てもらう+ を ｢ 自行自

利態+ と呼ぶ こ とは無理だ と いう意見もある ｡ しか し､ こ れ に従うと ｢ - て もらう+ は ｢他

行自利態+ にな っ て しま っ て ､ ｢ - て くれ る+ の ｢ 他行自利態+ と の 区別がなくなる ｡ ｢ - て

もらう+ を ｢ 自行自利態+ にす るか それ とも ｢ 他行自利態+ にす るかは難し い 問題で ある ｡

本稿で は松下 に従 っ て ｢ 自行自利態+ と呼ぶ こ とにする ｡

補助動詞 と して の 授受表現 には ｢ 話者の 視点+ と ｢ 人称の 制約+ と い う概念から見て本動

詞と して の 用法と ほ ぼ同 じである ｡ 両言語 とも本動詞 と して使わ れた場合 に表すの は物の 授

受で あ る ｡ それに対して ､ 補助動詞と して使わ れ た 場合 はあ る行為の 授受を表す こ とに な

る ｡ で は ､ 日本語と韓国語の補助動詞として の使い 方の 違 い に つ い て簡単に見てお く｡

( 9 )

(10)

(ll)

jiJ 干7T
･ 1ヰoll 71l 左目% 斗子中.

tJl 7T- そ1 干 oll 71l 真司% ^T子中.

( 友達が私 に本を買 っ て や る/ あげる ｡)

( 私が友達に本を買 っ てや る/ あげる ｡ )

* tJl 7T - そ1 干 oll 71l 吉日% ^T lj
.=

t 中 . ( 私が友達に本を買 っ て もらう｡)
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韓国語 の 授受表現 に はすで に述 べ たように身内 ･ よそも の と い う概念が な い ｡ それ は補助

動詞 と して使われた場合も同 じで ある ｡ 例文( 9 )(10) の ｢ - て や る / あげる
･ -

てくれる+

が韓国語 で は ｢ - ol( oT) 子中+ 一

つ で 表さ れて い る ｡

もう
一

つ は
､ 例文(ll) の ｢ 買 っ てもらう+ に対応する ､ 例 文(ll) の ｢ 斗せ中+ と い う表現

だ が ､ こ れ は現代韓国語で は成り立た な い 表現で ある ｡ ｢買 っ てや る+ と ｢ 買 っ てくれ る+ は

｢ 買う+ の 動作主と ｢ や る ･ くれ る+ の 動作主 が
一

致して い る ｡ と こ ろ が､ ｢ 買 っ て もらう+

の 場合は ､ ｢ 買う+ の 動作主と ｢ もらう+ の 動作主 が
一 致して い な い ｡ 日本語 で は ｢ 買う+ と

｢ も らう+ を別 の 動詞と して 扱い
､

こ の 文は ｢私がもら っ た+ と ｢ 友達が買 っ た+ と い う二

文を組 み合 わ せ て作られ た も の と 考えられ る ｡
つ まり ､ 見た 目上 は補助動詞 に な っ て い る

が ､ 意味
･

機能の 点で は本動詞の まま使われて い る の である ｡ しか し､ 韓国語で は授受動詞

は補助動詞 と して先行する動詞と融合 して
一 つ の動詞 に なる ｡ そ の た め

､ 先行する動詞 と

｢ もらう+ の動作主が 同 じで なければなら か 1 と いう条件が付く ｡ すなわ ち こ の 場合は ｢ 人一

斗+ の 動作主だけが ｢ ガ格+ に来る こ とがで きる ｡ したが っ て ､ 韓国語 の 場合 は例文(1 0) を

例文(ll) の ように表現する の は不可能である ｡ 例文(ll) を表現する ため に は例文(10) の よう

に ｢ ガ格+ と ｢ ニ 格+ を入 れ変えて ､ ｢ - Ol( ot) 子 中 ( - てく れ る)+ の 形 を借りて 表現する

しか な い
｡

つ まり､ 韓国語 に は他人 の 好意的 な行為を自分 の 行為と して捉 える松下の 言う

｢ 自行自利態+ は存在 し か ､ の で ある ｡ 日本語と韓国語 の 対応を簡単に整理する と次の 通り

で ある ｡

- てや る - てくれる -

て もらう

- ol( c ,I) 子中 ¢

3 . ｢ - てもらう+ と ｢ - ol( oT) 世q
-+

3 . 1 ｢ - て もらう+

｢ - て もらう+ と ｢ -

てくれ る+ は両方とも動作主側 か ら の 表現で ある ｡ しか し ､ ｢ - ても

らう+ は行為を受ける人 がすなわち｢ - て もらう+ の 動作主が ｢ ガ格+ を取 っ て い る の に対し

て
､ ｢ - て くれ る+ は行為を与える側 の 人 ､ すなわち ｢ - て くれ る+ の 動作主 が ｢ ガ格+ を

取 っ て い る ｡ その ため ､ ｢ - て くれる+ 文の ｢ ガ格+ と ｢ ニ 格+ を入れ変えれ ば ｢ - て もら

う+ 文となる が ､
二 つ の 文章が同 じ ニ ュ ア ン ス を持つ わけ で はな い ｡ また 時には転換不可能

な場合もある ｡

森田良行 (1 981 : 3 19 - 32 0) は ｢ - て もらう+ が成り立 つ 状況 と して
､ 以下 の 四 つ の 場合を

あげて 説明.して い る ｡ 以下 はその 引用 である ｡

○相手の 発意､ また は ､ こ ちらか ら頼 んで授受行為を行う場合､ 相手か らこ ちら側 へ と事
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物の移動を伴う｡

○相手に ､ ある行為を促して や らせ る場合､ 特に事物の 移動は伴わな い ｡

○ こちらが他者に対 して渡 し与える べ き事物を ､ 相手の発意 で ､ また は こ ちらが頼ん で ､

相手が肩代わりして行う｡ 事物や情報が相手か ら他者側 - と移行する ｡ こ ちら の事物で

は なく ､ 相手の 事物が他者側 - と移行する の で ある ｡

○ こち らが なすべ き行為を ､ 何か の 理由で相手が代行する ｡ 相手の発意 の 場合 と ､ こ ちら

が依頼してや らせ る場合 と がある ｡ 事物の 移行を伴う場合 と伴わぬ場合 とが ある ｡ 伴う

場合 は ､ こち ら の事物が他者 へ
､ 他者の事物が こ ちら - と移動する の であ っ て ､ 相 手は

仲介の 労をと る にすぎな い ｡

｢
-

てくれ る+ 文は聞き手に対 して の 働きか けと い うの が問題 にならな い 場合 ､ すなわち働

きか けが あ っ て もなくて もか まわ な い 場合 に相手から行為を受けた 場合 の 表現で ある ｡

一

方､ ｢
-

て もらう+ 文は自分か ら相手の 方に何らか の 働きか けが あり､ そ の結果相手か ら行為

を受けた場合によ く使われ る傾向があ る ｡ も し働きか けがで きな い 場合には ｢ - て もらう+

は使われにく い ｡ 結局 ､ ｢ - て もらう+ 文の 場合､ 働きか けがあるか か ､ か と い うの が問題 に

な る の で は なく ､ 働 きか けがで きるか で きな い か と い うの が問題 にな る の で ある ｡

こ の ように潜在的な意味の 違 い はある が ､ ｢ - てくれ る+ と ｢ -

てもらう+ は他人から話者

ある い は話者側 へ の 行為の移動と い う同 じ事柄を表現 して い る ｡ 韓国語 の 場合 に ｢ - て もら

う+ に当た る ｢ - Ol( ot) せ中+ の 表現が か けて い る と い う こ と は2 .2 節で述 べ た通りで ある ｡

こ の事実は ､ 韓国人目本譜学習者にと っ て ｢ - てもらう+ の 習得が難 し い こ との 大きな理由

の
一

つ で あり ､ 多くの 先行研究によ っ て指摘されて い る ｡ 次節で は ､ 実際 に ｢
-

てもらう+

に対応する韓国語 の 表現 に つ い て 見てみ る ｡

3 . 2 ｢ - て もらう+ に対応する韓国語の表現

3 . 2 . 1 ｢ - Ol 子中 ( - してくれ る)+ で 表現さ れ る場合｡

(1 2 A ) 私は田中さん に本を送 っ てもら っ た ｡

(12 B ) q
- tl ヲt叫 7t tl oll 71l 真弓% 且川 手敷中.

( 田中さん が私に本を送 っ て くれた ｡)

(13 A ) どうせ 3 年も待 っ て もらえる はずもな い の だから -

｡ (蒼鴫)

(13 B ) ol 斗司 せt ;a ol t1 71 中司 書 司吉 配% 可 ol t] 77T
･ -

｡

( どうせ 3 年も待 っ て くれる はずも か ､ の だか ら ･ ･ ･

｡)

すで に述 べ たように日本語の場合 ､ ｢ - て くれ る+ と ｢ - てもらう+ は基本的に行為の移動

方向が同 じで ある ｡ た だ ｢ ガ格+ に動作主が来 るか被動作主が来る か が問題 で ある ｡ こ んな

場合､ 韓国語で は ｢ - てくれ る+ に当た る ｢ - Ol 子中+ で 表現する の が普通で ある ｡ ｢ ガ格+

と ｢ ニ 格+ を入 れ替えて例文(12 A ) を例文(12 B ) の ように表現する の で ある ｡
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3 .
2

.
2 ｢ - Ol せ卑 ( - してくれ)+ で表現される場合｡

(14 A ) どなたか ､ お友達にでも来て もら っ た らどうなん ですか ｡ (千羽鶴)

(14 B ) 干子吉 jiJ 子音 oll 7]l 早年胡Jq 卑 せ斗ヱ 可tq
u

dl 尊書t] 7 7T?

( どなた か ､ お 友達 にで も頼んで来て くれ と言 っ た ら どうなんで すか) ｡

(15 A ) も し こち らで お道具をお 出しになる ような時は ､ 扱わ せ て い ただきた い と言 っ て

おりました ｡ (千羽鶴)

(15 B ) せ
o

j 甲 oll 人1 王子喜 司書可^j 瑚吉 スt フI dl1 711 せ7] せ卑エ コ 司日吉 且
.

(もしこちらで お道具をお出しになるようを時は
､ 預 けてくれと言 っ ておりま した ｡)

こ の 場合は ｢ -

て もらう+ が依頼､ 要求な ど の 働きかけをする場合で ､ 韓国語で は ｢ - ol

宮中+ の 形を取 る ｡

3 . 2 . 3 ｢ 司卑% せq
-

憎 q -) (許諾を得る)+ で 表現される場合｡

こ の 場合も3 .2 .2 の よう に ｢ - て もらう+ 文が持つ 意味 の 中で ､ こ ちらか ら頼んで 何かをす

る と い う意味の 場合である ｡ ｢ 許可を求め る+ と い う意味を加えて ､ ｢司卑% t,
. =
t q-(

o l
c 中)+ の

形を取 っ て表現さ れ る ｡

(16 A ) その先生 の弟子 に して もら っ て ､ 展覧会に出る こ と にな っ た ｡

(16 B ) コ J^J ^B tj 9] ^ll スt 7t 司 71 喜 司卑 せ ヱ
, 召曹司ql 叫7t 711 司敷q

-

.

( そ の 先生 の 弟子 になる の を承諾を得て
､ 展覧会に出る こ とにな っ た ｡)

(17 A ) その 人 は日本人と いう こ と に して ､ 乗せ てもらうこ と に成功した ｡

(17 B ) コ ^T 曹書 聖阜 o
J ol 中吉 TB 号 旦 王 寺 ^J 9] 司卑% o]

c フI oll ノ習号可盟q -

.

( その 人は日本人と い うこ と に して
､ 乗船の 番諾を得る こ と に成功した ｡)

3 . 2 . 4 ｢ - ( N) 舎 せ中 ( - (N ) をもらう)+ で表現される場合｡

(18 A ) 友人 に頼み ､ 彼女を紹介して もら い ､ 以来､ 日曜ごと -

｡ ( す る べ か らず)

(18 B ) 包子 oll 711 早早朝ペ コ t;l 書 生 7n せ ヱ
,

Ol 辛 聖且
O

j T ,T q - ･ ･ 1

.

( 友人 に頼 み ､ 彼女を紹介をもら い
､ 以来､ 日曜ごと -

｡ / 直訳する と文法的に不

適格で る ｡)

(19 A ) 朝になると病人の 枕元 に案内 して もら っ て -

｡ (聴耳頭巾)

(1 9 B ) ot 召 ol 司可 単科9] 可司せql ol tJl 喜
Ij
T =

t ヱ -

o

(朝になる と病人 の枕元 に案内をもら っ て -

｡)

こ の 例文で ｢ せq
-

( もらう)+ は補助動詞 と して で はなく ､ もとになる動詞 ｢ 土 7V (紹介)+
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｢
o

J 叫 (案内)+ が名詞化 し ｢(名詞) をも らう+ と い う形を取 っ て い る ｡

3 . 2 . 5 使役の 意味の ｢ - 711 可q
-

( - させ る)+ で表される場合｡

日本語の ｢ - て もらう+ は ｢ - させ る+ によ る使役表現 を和らげる謙譲表現と して使われ

て い る ｡ ｢ - ても らう+ が 使役の 意味を表して い る場合 に は ､

｢ せ中+ が使わ れず､ ｢ -

711 斗ヰ+ の 使役の 表現で 表され る ｡

(20 A ) その 人 に は
､ しばらく廊下に 出て い てもら い ます｡

(20 B ) ユ 斗管主 奇人1 早王 oll t＋7T
･

敷711 骨t] 中.

( その 人は ､ しばらく廊下 に出させ ます｡)

(21 A ) 私 は車を止め てもら っ た ｡

韓国語で は基 本的 に ｢ 子中+

(21 B ) tl 旨 斗昔 日手Al 労音t] q- . ( 私 は車を止め さ せた ｡)

日本語で は例文(20 A ) (21 A ) の ように明 らか な使役行為で あ っ ても ､ ｢ させ る+ を使わずに

｢ - ても らう+ を使 っ て ､ 使役表現を和 ら げる謙譲表現 にな っ て い る ｡ こ れ に対 し て ､ 韓国

語で は こ れに当た る表現 がな い ため使役の 形 ｢ -

711 可q
-+ を使 っ て表現 して い る ｡

3 . 3 韓国語にも ｢ - て もらう+ に当た る表現 があ ると いう主張

3 .2 節で は ｢ - て もらう+ に当た る韓国語 の ｢ - Ol( ot) t]
. =

t 中+ が な い と い う立場で ｢
-

て も

らう+ が果た して い る意味の 役割を韓国語 の ど の ような表現が果た して い るか を翻訳例な ど

を通 して見て みた ｡ 今まで の 研究で は韓国語 に は ｢ - て もらう+ に当た る表現 がな い と い う

主張が大半で は ある ｡ しか し､ ごく少な い 例
2 )

で は あ るが ｢ - て もらう+ に当た る ｢ - Ol

( ot) せq
-+ が使わ れ て い る ｡ 黄順花 (199 2) は韓 国語 にも ｢ - てもらう+ に当た る表現が存

在する と い うこ とを検証する た め に ア ンケ ー トを実施 した ｡ その ア ン ケ
ー トで は韓国語 の

｢ - ol( ot) せ中+ の 使用範囲を調査する た め に辞書に現 れる例16 4個
3 ) を集め て い る ｡ ア ン

ケ ー トで扱 っ た例164 個の 動詞を分析 した結果 ､ 使用額度は3 5 .58 % から98 .77 % まで多様な分

布を して い る ｡ 使用額度が50
0
/ . 以下だ っ た例 は26 例文 しかな い の で ｢ - Ol( oT

･) せq
-+ と い う

2 )
｢ き 司

Ij
.=
t q- (返 し て もらう)+ ｢

o
J 増 せ中 ( 認 め て もらう)+ な と は ごく普通 に 使 わ れ て い る表現 で ､ ｢ き

司 せ中 (送 っ て もらう)+ な ど は す こ しは不自然な感 じもす るが ､
た ま に使 わ れ る ｡

3 ) i ;

a 7] せ中,

zj tll せ中,印 書 司
Ij
.=
t
中 ,

貴 司せ中
,

ol ol lj
.=
t 中

,
き司せ中

,
且 ql せ中

,
曽せ7] せ中吉召せ中

,
土 tJ せ中

,

tJ

千Ol lj
c
t 中, 半音司せ中 ,召喜 o]

t'
.=

l -

q- , 祁胡せ中,
昔cj せヰ,

t '

R 昔 o] lj
. =
t q- ,

% 司せq -

,
書7]

1j
.=
t
中 ,

771 胡せ中 ,中朝せ中 ,勿

tJl せ中
,
コ 司せ中, き司Ij

. =
t 中, % 司せq

-

, 書7] せq
-

,
71 月せ中, 叫詞せq- , 勿t m . =

t
q- ,

コ 司
t '
.=

t
中 ,

喜司
Ij

c

t q- ,

jg 7]
lj

. =
t
中 , 管

o

o
f

,

oJ
o

e,
i

,

o

e,
t 且

,

O
cF 孔召杏

,
千

,
瑚司

,
瑚og

,

^J 司
,
享 子

,
71 音

,
印書

,
且 7

c[ ,召 7
. ]
t

,
7q ^J ,手中 ,% 礼 召J^J ,包 7l , 車 重

, 司スl ,
ql

子,
雪 on ,

号 7]l ,
省令

,瑠 ^l , 早春
, 祁召 主

,補 正 早
,瑚昔 t]q

,
司昔

,

ji
l
n 頚

,
包乳剤 TB

,
音旦

,
音 スl

,
尋瑠

,
司半周 召月 号濁

7t , 子音
, 子^J ,

圭 司,
Rll 人l ,暮雪,

o
c,
t 礼胡曹 ,

o

o
t 王 外 (漢語動詞 の 場合 ｢ - 胡 Ij

T=
t
q-+ は省略 した ｡)
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｢
1

表現 は韓国語 の 中でも広く使わ れて い る証拠だ と して い る ｡ また年齢別分析結果 は若者の使

用頻度が年寄りの 使用額度より高くな っ て い る ｡ しか し､ 青且 TB (19 98) は黄 (19 92) で取

り上 げられ た例を見ると ､ 大体が漢語動詞で ｢ - 胡 せヰ ( -

してもらう)+ の ｢ -

胡 (
-

し

て)+ を省略して ､ ｢ せ中 ( もらう)+ を接続す る の がも っ と自然な韓国語 だと い えると指摘 し

て い る ｡

3 .2 節で見たように基本 的に韓 国語 には ｢ - て もらう+ に当た る表現がな い と い う立場 で ､

日本語の ｢ - て もらう+ が持つ ニ ュ ア ン ス を表現する た め に い ろ い ろ な韓国語 の 表現 を提示

して い る｡ こ れが大体の 意見で は あるが ､ ごく 一 部で は あるが使われ て い るケ ー ス もあ っ た

し､ ｢ - ol( ot) せ中+ が普通 に広く使われ て い ると いう調査 に基 づ い た結果もある ｡ 次節で は ､

実際 に韓国八日本譜学習者の ｢ -

て もらう+ 習得実態に 関する ア ン ケ
ー

トを通 して検証する ｡

もし韓国語に ｢ - Ol( c,I) せ中+ と い う表現 が存在する と したら韓国人目本譜学習者の ｢ - て

もらう+ 習得過程にお い て何の迷 い が見られず､ 日本人に近 い 使い 分 けが容易 になされ る こ

と が予想され る ｡ 逆 に ､ 韓 国語に ｢ - Ol( oT
-

) せ中+ と い う表現 が存在 しな い とすれ ば
､ 韓国

人目本譜学習者の ｢
-

て もらう+ 習得にお い て迷 い が生 じ､ ｢ - てもらう+ と ｢ - てくれる+

の 使い 分 けにお い ても日本人と はズ レが生 じる と予想さ れる ｡

4 . 調査

こ こ で例文に つ い て日本語母語話者､ 日本語学習暦 3 年以上 の 韓国人 ､ 日本語学習暦 3 年

未満の 韓国人が選 んだ結果 はまとめ て付録に示す の でそちらを参照 の こ と ｡

4 . 1 概要

今回の ア ンケ ー

ト は日本語母語話者と韓国八日本譜学習者の ｢ - ても らう+ の 使 い 分けを

調 べ るた め に日本人35 名と韓国人3 5 名合わせ て7 0名を対象に行 っ た ｡ 回答者の 年齢は1 0代か

ら2 0代が大半で ､ 性別は男子24 名､ 女子4 6 名で ある ｡ 同 じ事柄を ｢ - て くれ る+ 文と ｢ - て

もらう+ 文に して ､ も っ とも自然だと思う文を選 ん で もらう形で行 っ た ｡ その 結果 ､ 学習者

が表す傾向は四 つ の タイ プに分か れた ｡ それぞれをタイ プ 1 ､ タイ プ 2 ､ タイ プ3 ､ タイ プ

4 と呼ぶ こ と にす る ｡

4 . 2 結果

4 . 2 . 1 タイプ 1 の特徴

タイ プ 1 の場合 は ､ 日本語母語話者は ｢ - てもらう+ を選ぶ傾向が 強か っ た もの で ある ｡

日本語学習暦3 年以上 の 韓国人はか なり学習 が進んで い る人たちで ､ 4 つ の タイ プの 中で
一

番日本語母語話者に近 い 傾向が見られ る ｡

一 方､ 日本語学習暦3 年未満の 韓国人 は母語 の 影

響を受けて ｢ - て もらう+ より ｢
-

てくれ る+ を選 んだ人が多か っ た ｡ こ の特徴が表れた例

ー 1 36 -



日韓両語 の授受表現の 比較分析

文は以下 の 通りで ある｡

タイ プ 1

1 A ) わ ざわ ざ家ま で 来て もら っ て ､
ごめ ん なさ い ｡

1 B ) わ ざわ ざ家ま で 来て く れ て ､
ご め ん な さ い ｡

2 A ) 僕 は 一

度だ っ て お 母様 に顔を拭 い て もら っ た こ と はな い ｡

2 B ) 僕 は 一

度だ っ て お 母様 が顔を拭 い て く れ た こ と は な い ｡

3 A ) 先生
､ 先 ほ ど診察 して い た だ い た 着 で すが ｡

3 B ) 先生
､ 先 ほ ど診察 してく だ さ っ た 者 で すが ｡

4 A ) ペ ン を貸 し て い た だ けませ ん か ｡

4 B ) ペ ン を貸 して くださ い ませ ん か ｡

5 A ) 通信費､ 早速 お 送り い た だ きあり が とうご ざ い ます｡

5 B ) 通信費､ 早速お送りくだ さりあり が とう ご ざ い ます｡

6 A ) 葉書を同封 します｡ 6 月20 日必着 で 出欠 の ご 返事を い た だ ければ幸 い で す｡

6 B ) 葉書を同封 します｡ 6 月20 日 必着 で 出欠 の ご 返事をく だ さ れ ば 幸 い で す｡

7 A ) 結構なもの をお 送り い た だきあり が とうご ざ い ます ｡

7 B ) 結構なもの をお 送りく ださりあり が とうご ざい ます ｡

8 A ) 非番 で 部屋 に残 っ て い た 先任海曹 た ち に は移 っ て も ら い
､ 仙石 と 若狭 だ けが 直立不動 の 二 人を

前 にす る こ と に な っ た ｡

8 B ) 非番 で 部屋 に 残 っ て い た先任海曹 たち が 移 っ て く れ
､ 仙石 と 若狭 だけが 直立不動 の 二 人を前 に

す る こ と にな っ た ｡

4 . 2 .
2 タイプ 2 の特徴

タイ プ2 も日本語母語話者は ｢ - て くれる+ より ｢ -

てもらう+ を選ぶ 傾向が強 い もの で

ある ｡

一 方､ 日本語学習暦3 年以上 の 韓国人は母語の 影響をや や 受けて ､ ｢ - て くれ る+ と

｢ - て もらう+ をおよそ半々 の 比率で 選ん だ｡ また 日本語学習暦3 年未満の 韓国人 はタイ プ

1 と 同 じように母語の 影響を受けて
､ ｢ - てくれ る+ を使い た が っ て い る ｡ こ の タイ プも学習

が進 むに つ れ て日本人の使 い 分けに近 づ い て い くと思わ れる ｡ こ の 特徴が表れた例文は以下

の 通りである ｡

タイ プ2

9 A ) わ ざわ ざ私 の た め に東京ま で 来て い た だ い てす み ませ ん ｡

9 B ) わ ざわ ざ私 の た め に東京ま で 来て くださ っ て すみ ませ ん ｡
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1 0 A ) 本を送 っ て い た だきま して あり が と う ご ざ い ま した ｡

1 0 B ) 本を送 っ て くださ い ま して あり が とうご ざ い ま した ｡

ll A ) ええ､ 先生 ､ 先 ほ ど診 て い た だ い た 子供 の お じに 当た る 者な ん で す が ｡

ll B ) ええ､ 先生 ､ 先 ほ ど診 てく だ さ っ た 子供 の お じ に 当た る 者な ん で す が ｡

1 2 A ) わ ざわ ざ私 の た め に 寄り道 して もら っ て
､

ご め ん ね｡

1 2 B ) わ ざわ ざ私 の た め に 寄り道 して く れ て
､

ご め ん ね｡

4 . 2 . 3 タイプ 3 の特徴

タ イ プ 3 は 日本語学習暦3 年未満の 韓国人は タイプ 1 と タイ プ2 と 同じようにや はり- 母語

の 影響を受けて ､ ｢ - て もらう+ よりは ｢ -

てくれ る+ を選ぶ傾向が 強か っ たも の で ある ｡ こ

こ で
一

番面白い と思わ れ る点は ､ 日本語母語話者 は ｢ - て もらう+ ｢ - てくれ る+ の どちらで

も い い と い う答えが 半分くら い なの に ､ 日本語学習暦3 年以上 の 韓国人は日本人よりも ｢ -

て も らう+ を選 ん だ人 が多か っ た こ とで ある ｡ これ はお そらく ｢h y p e r c o r r e cti o n ( 過剰矯

正)+
4 )

現象と見られ る ｡ こ の タイ プ 3 は学習 が進むに つ れて
､ も っ と自然な日本語 に近 づ

けようとする傾向が 強く出て い る ｡ それ で韓国語 に ｢ - てもらう+ に当た る表現 が か ､ の を

意識 しすぎて しまう ｡ その 結果 ､ 日本語母語話者 は どちらで も い い と い う半々 の 結果な の に

学習暦3 年以上 の韓国人は ｢ - て もらう+ を使 い たがる傾向が強 い の だ と思わ れる ｡ こ の特

徴が表れ た例文は以下 の 通りで ある ｡

タイ プ3

1 3 A ) 私 は 李 さ ん に コ ー

ヒ
ー

を い れ て も ら い ま し た ｡

1 3 B ) 李 さ ん は私 に コ ー

ヒ ー を い れ て くれま した ｡

1 4 A ) 鈴木さん に仕事を手伝 っ て も ら い ま した ｡

14 B ) 鈴木さん が仕事を手伝 っ てく れ ま した｡

1 5 A ) 良子 さ ん に こ の 靴下を編 ん で もら い ました ｡

1 5 B ) 良子 さ ん が こ の 靴下を編 ん で く れ ま した ｡

1 6 A ) 日本語 の 堪能なお 嬢 さ ん に相手を し て い た だ き ､

1 6 B ) 日 本語 の 堪能なお 嬢 さ ん が 相手を して くださり ､

ゆ っ た り と した と きを過 ご しま し た ｡

ゆ っ た り と した と きを過 ご しま し た ｡

1 7 A ) 同僚 に は ､ 基本的 に は両親か ら受け継 い だ姓名 で 呼ん で も らう｡

1 7 B ) 同僚 は ､ 基本的 に は 両親から受け継 い だ姓名 で 呼 ん で くれ る｡

4 )
｢h y p e r c o r r e ctio n+ と は

`

標準語また は社会的威信を持 つ 言語 と の 差異を克服 しよ う と し て
､ 話者が 自

己の 自然な言語使用を過度 に矯正 した 結果､ 当該発音や 文法を過度に 用 い て しまう現象
'

を言う｡
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4 . 2 . 4 タイ プ 4 の特徴

こ の タイ プ 4 は韓国語 ､ すなわ ち母語 の 影響が 一

番強か っ たも の で ある ｡ 日本語母語話者

は ｢ - て もらう+ と ｢ - て くれ る+ をほ ぼ半々 の 比率で 選ん で い る の に ､ 日本語学習暦3 年

以上 の 韓国人 も 3 年未満の 韓国人もす べ て ｢ - てくれる+ を多く選ん だ｡ こ の特徴が 表れた

例文は以下 の 通りで ある｡

タイ プ 4

1 8 A ) 先生 ､ 私 の た め に時間を取 っ て い た だ い て す み ませ ん｡

1 8 B ) 先生 ､ 私 の た め に時間を取 っ てくだ さ っ て す み ませ ん｡

1 9 A ) 雨が 降れ ば娘 に 迎え に 来て もら い ます ｡

1 9 B ) 雨が 降れ ば娘 が 迎え に 来て く れ ます｡

4 . 3 分析

ア ン ケ
ー トの 結果 ､ 日本語学習暦3 年未満の 韓国人 は予想通りす べ て の例 文で ｢ -

てくれ

る+ を選 ぶ傾向が強か っ た ｡ しかし､ 学習暦 3 年以上で か なり学習が進んで い ると思われ る

人たち は例文の タイ プによ っ て結果が違 っ て い た ｡ 以下に結果をま とめ た もの を表で示す｡

日本語母語話者 学習暦 3 年以上 の 韓国人 学習暦 3 年未満の 韓国人

T Y P E l ｢ - て もらう+ ｢
-

て もらう+ ｢ -

てくれる+

T Y P E 2 ｢ - て もらう+
｢ - てもらう+

｢ - てくれ る+
｢ - てくれる+

T Y P E 3
｢ - て もらう+

｢ - てくれ る+
｢ - てもらう+ ｢ - て くれ る+

T Y P E 4
｢ - て もらう+

｢ - てくれる+
｢ - てくれ る+ ｢

-

て くれる+

こ の 結果を見ると ､ こ の タイ プ1 と 2 の 例文の場合 は日本語学習暦3 年以上 の韓国人 は日

本人の 使い 分けにか なり近づ い て い るようである ｡ つ まり､
こ の タイ プ 1 と 2 の例文は韓国

人学習者に と っ て学習 が進み や すい タイ プで ある と見られる ｡ しか し､ タイ プ 3 の 例文は

｢h y p e r c o r r e cti o n+ と い う現象が起こ っ たタイ プで ､ 正 し い 日本語 を意識 しすぎて 日本人よ

りもよ け い に ｢ - て もらう+ を使 い たが る傾向が見 られた ｡
こ の タイ プ 3 の 例文は学習が進

み にく い 場合 と見られ る ｡
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学習が進み や すい と見られ る タイ プ1
,
2 と学習が 進み にく い と見られ る タイ プ 3 の 例文の

特徴の 遠い に つ い て見ると ､ タイ プ 1 と 2 の 例文は相手と の行為の授受を表して い る対話型

で ある ｡

一 方､ タイ プ3 の 例文は相手が なくて も大丈夫なある事実を説明して い るだけ の描

写型と い える ｡ 描写型で あるタイ プ 3 の 例文の場合 は他の 例文の タイ プに比 べ て日本人の使

い 分 けと は違 っ て い る ｡ こ の場合 は韓国人 目本譜学習者にと っ て学習が進み にく い ようで あ

る ｡ どう して対話型文は学習が進み や すくて ､ 描写型文は学習が進み にく い か と い うその理

由の 考察は今後の 課題 として残 っ た ままであ る ｡ タイプ 4 の例文に つ い て は ､ 4 .2 .4 で述 べ た

ように学習暦3 年以上 の 韓国人も 3 年未満の韓国人も母語の 影響を強く受け､ ｢ - て くれる+

を多く選 ん だも の で ある ｡ しか し､ 学習が進み にく い タイ プの 例文で ある とは い え ､ 今回の

調査で は あまり にも少な い 二 つ の 例文にだけ こう いう現象が起こ っ た の で ､ こ れだけで は こ

の タイ プ の 例 文の 特徴 に つ い て説明で きな い ｡ 今後の 課題と して も っ と 同様の 例 を集め た

い
｡ もう

一

つ は ､ 今回の 調査 は例文が出やす い 状況を特に設定せずに行 っ た の で ､ 人によ っ

て何を基準に形式を選ん だの か が分か らな い ｡ 今度 はその 状況まで含め て 考えて い く つ もり

で ある ｡

5 . おわ りに

こ れ まで 日本語 と韓国語 の授受表現を調査結果を通 じて検討して み た ｡ 韓国語 には ｢ - て

もらう+ に当た る ｢
- ol( ot) せ中+ と い う表現がな い と い うの が今まで の 研究の 大半の 主張

で ある ｡

一 方､ 韓 国語 にも ｢ - ても らう+ に当た る表現 が存在すると い う主張もあ っ た ｡ も

し韓国語 に ｢ - て もらう+ に当た る 表現 があ る と い う主張が 事実で あれば
､ 実際 の 調査で

｢ - てくれる+ と ｢ - て もらう+ の使 い 分けにお い て迷 い が生 じな い と予想 した ｡ しか し､

調査 の 結果 ､ 学習暦 3 年未満 の 韓国人は 日本語母語話者の 使い 分 けと は かなり違 っ て い る ｡

ま た ､ 学習暦 3 年以上 の 韓国人は四 つ の タイ プに分かれた が ､ こ の場合も日本語母語話者と

はズ レが生 じて い る ｡ こ の 結果は
､ 韓国語に は ｢ -

て もらう+ に当た る ｢ - Ol( ot) せ中+ と

い う表現 が な い と い う主張の根拠 になりえる と思 われ る ｡ 今後は4 .3 の 分析で述 べ た ように

今回の 調査で足 りなか っ た部分を補 っ て ､ まだ残 っ たままである課題を中心 に考えて い きた

い ｡
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例 文 J K 3 † K 3 1

当銀行の 普通貯金 を ご利 用 い た だ き､ ありが とう存 じま す｡
1 4 1 5 l l

当銀行の 普通貯金 を ご 利用くだ さ り､ あり が とう存 じま す｡ 2 6 2

わ ざわ ざ家まで 来て も ら っ て ､ ごめ ん な さ い
｡ 2 6 20 6

わ ざわ ざ家ま で 来て く れ て ､
ご め ん な さ い ｡ 7 6 6

先生 に何気 なく言 っ て い た だ い た 言葉が 非常 に役立 っ て い る ｡ 13 1 2 8

先生 が 何気 なく言 っ て く だ さ っ た 言葉が 非常 に役立 っ て い る ｡ 2 5 1 7 5

佐藤 さ ん の 奥さ ん に ､ 親切 に して い た だ い て も い い の っ て ､ 聞く ん で すの ｡ ( 母の 初恋) 9 9 5

佐藤 さ ん の 奥さ ん が ､ 親切 に し て くだ さ っ て も い い の っ て ､ 聞く んで すの ｡ 1 2 3 7

わ ざわ ざ私 の た め に東京ま で 来 て い た だ い て すみ ませ ん ｡ 29 14 5

わ ざわ ざ私 の ため に東京ま で きて く だ さ っ て すみ ませ ん ｡ 10 10 7

同僚 に は ､ 基本的 に は両 親か ら受け継 い だ姓名で 呼ん で もらう｡ ( 亡 国の イ ー ジス) 26 20 9

同僚 は ､ 基本的に は両親か ら 受け継 い だ姓名で 呼ん で くれ る ｡ 26 9 6

私は 李さ ん に コ ー ヒ ー を い れ て もら い ま し た｡ 33 2 1 10

李 さ ん は 私に コ ー ヒ ー を い れ て く れま した｡ 34 15 8

先生
､ 私の た め に時間を取 っ て い た だ い て すみ ま せ ん ｡ 19 9 6

先生 ､ 私の た め に 時間を取 っ て くだ さ っ て す みま せ ん｡ 1 6 1 6 7

本 を送 っ て い た だ きま して ありが とう ご ざい ま し た｡ 2 1 1 4 4

本 を送 っ て くだ さ い ま して ありが とう ご ざい ま し た｡
1 9 1 4 9

先生 ､ 昨日 訪問 して い た だ い た子供の 母に 当た るもの で す｡ 19 1 3 8

先生 ､ 昨日 訪問 して く だ さ っ た子供の 母に 当た るもの で す｡ 8 1 0 5

俺が 高く買 っ て もら っ て い る人｡ 3 6 7

俺 を高く買 っ て くれ て い る人 ｡ 31 17 7

ー 1 4 1 -



キ ム ･

ウ ン ヨ ン

私が ｢ 日 本語教授法+ を指導 し て もら ら た の は
､

こ こ に登場する 留学生 たち で は なか っ 9

2 7

9

15

8

7

た か と さ え思 えて く る｡ ( 留)

私 に ｢ 日 本語教授法+ を指導 して くれ た の は ､
こ こ に登 場す る留学生 たち で は な か っ た

か と さ え思 えて く る

鈴木さ ん に仕事 を手伝 っ て もら い ま した ｡ 3 6 2 2 l l

鈴木さ ん が仕事 を手伝 っ て くれ ま した ｡ 3 2 1 4 6

良子さ ん に こ の 靴下 を編 ん で もら い ま した ｡ 3 6 2 1 10

良子 さ ん が こ の 靴下 を編 ん で くれ ま した ｡ 3 4 1 5 7

僕 は 一

度だ っ て お母様 に顔 を拭 い て も ら っ た こ と は な い ｡ ( 熱帯樹) 3 7 2 1 8

僕 は
一

度だ っ て お母様が 顔 を拭 い て くれ た こ と は な い ｡ 4 5 6

そ ん な に喜ん で もら っ て る なら ､ 送 っ た もの と し て 本当 にうれ し い で す｡ ll 8 7

そ ん な に 喜ん で く れ て る な ら､ 送 っ た もの と して 本当 にう れ し い で す｡ 2 7 1 7 6

彼が あ なた に い ろ い ろ 面倒見て い た だ い て る み た い で ありが とう ご ざい ます｡ 17 8 3

あ なた が い ろ い ろ 彼 の 面倒見て くだ さ っ て る み た い で ありが とう ござい ま す｡ 26 1 8 1 0

先生 ､ 先ほ ど診察 し て い た だ い た 者で すが ｡ 36 2 2 7

先生
､ 先ほ ど診察 し て く ださ っ た 者で すが｡ 1 1 5

せ か せるようで 心苦し い の で すが ､ ご用立 て した 5 万円､ そろ そ ろお返しい ただ けますか ｡ 29 20 9

せ か せるようで 心 苦し い の で すが ､
ご 用立 て した 5 万 円､ そろ そ ろお返 しくださ い ますか｡ 10 5 4

わ ぎわ ざ私の た め に寄り道 して もら っ て
､

ご め んね ｡ 2 3 1 0 6

わ ざわ ざ私の た め に寄り道 して くれ て ､ ご め ん ね｡ 15 1 4 6

日 本語 の 堪能な お嬢 さ ん に 相手 を して い た だき､ ゆ っ たり と した とき を過 ご しま した ｡ 26 ‾ 19 3

日 本語の 堪能な お壊 さ んが 相手 を して く だ さり､ ゆ っ たり と した とき を過 ご しま した｡ 2 5 9 l l

ペ ン を貸 して い た だ けま せ んか ｡ 34 20 6

ペ ン を貸 して く だ さ い ま せ んか ｡ 1 9 l l 8

そ ん な に 大切 に し て も ら っ て る な ら ､ 描 い た者と して は喜 ぶ べ きな んだ ろ うけ ど｡ 18 10 7

そ ん な に大切 に し て くれ て る なら ､ 措 い た者と して は喜 ぶ べ きな んだ ろ うけ ど｡ 2 5 14 7

ええ ､ 先生 ､ 先 ほ ど診て い た だ い た子倶 の お じ に当た る者 な ん で すが
｡ 3 3 1 4 6

ええ､ 先生 ､ 先 ほ ど診て くだ さ っ た子供 の お じ に当た る者 な ん で すが 0 7 10 6

通信費､ 早速 お送り い た だ きありが とう ご ざい ま す｡ 28 18 3

通信費､ 早速お 送りくだ さ りありが とう ご ざい ま す｡ 1 7 9 9

お考えを 聞かせ て い た だ けた ら と思 い ま す｡ 3 4 19 10

お考え を 聞かせ て くだ さ っ た ら と思 い ま す｡ 3 5 2

葉書 を 同封 しま す｡
6 月2 0 日必 着 で 出欠の ご 返事 を い た だ けれ ば幸 い で す｡ 3 5 1 7 4

葉書 を 同封 しま す｡ 6 月2 0 日必 着 で 出欠の ご返事 をく だ さ れ ば幸 い で す｡ 5 9 10

雨 が 降れ ば娘 に迎え に来て もら い ます｡ ( 雪国 ( 上)) 2 9 1 4 6

雨 が 降れ ば娘が 迎 えに 来て く れ ます｡ 3 4 19 8

非番 で 部屋 に残 っ て い た先任海曹 た ち に は移 っ て もら い
､ 仙石 と若挟だ けが 直立 不動の 3 1

7

16

9

6

8

二 人 を前 にする こ と に な っ た｡ ( 亡 国の イ ー ジス)

非番 で 部屋 に残 っ て い た先任海曹た ちが 移 っ て く れ､ 仙石 と若狭だ けが直立 不動 の 二 人

を前 にする こ と にな っ た｡

あ な た はお 父 さ ん に 自転車 を買 っ て い た だ きま した ｡ 1 2 8 4

お 父 さ ん はあな た に 自転車 を買 っ て くだ さ い ま した ｡ 30 1 7 1 0

ー 1 4 2 -
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結構 なもの をお 送り い た だきありが とう ご ざい ま す｡ 2 7 1 9 3

結構 なもの をお 送りく だ さりありが とう ご ざい ま す｡ 1 6 9 9

私の た め に プ レ ゼ ン トま で 買 っ て い た だ い て すみ ませ ん
｡

2 2 1 5 6

私の た め に プ レ ゼ ン トま で 買 っ て く だ さ っ て すみ ませ ん｡ 1 6 l l 6

* ｢ J + は日 本語母語話者 ､ ｢ K 3 †+ は日 本語学習暦 3 年以 上 の 韓国人 ､ ｢ K 3 J + は 日本語学習暦 3 年未満の

韓国人 を指す｡
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